
様式 4

熊本 リハビリテーション病院を受診された患者様ヘ

当院では下記の臨床研究を実施しております。

本研究の対象者に該当する可能性がある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを希望されない場合は、

下記の研究責任者へお問い合わせください。

※承認番号 ュど〉ぇる一 /7

研究課題名

大腿骨近位部骨折術後患者における体内金属インブラントと生体電気インビー賀ンス法

(Bioelectrica mpedance Ana ysis:BA)由 来の部位別身体組成・位相角 (phase

a nttle)の 左右差に関する後ろ向き観察研究

当院の研究責任者 吉村芳弘 (サルコペニア・栄養支援センター 医師)

他の研究機関及び各施設の

研究責任者
所属 :原宿リハビリテーション病院 職名 :管理栄養士 氏名 :引 馬 匡美

本研究の目的

大腿骨近位部骨折の手術後には、患恨J下肢に人工骨頭や骨接合材料などの体内金属が残る

ことがあります。リハビリテーションや栄養管理では、体組成測定器 〔In Body(イ ンボ

ディ社製体組成測定装置)等〕による生体電気インピーダンス法 (Bioe ectrical

lmpedance Ana ysis:BA)測 定により、筋肉量や位相角 (phase angle)な どを評価する

ことがありますが、術後の体内金属や局所のむくみなどが測定値に影響する可能性があり

ます。本研究では、回復期リハビリテーション病棟に入院した大腿骨近位部骨折術後患者

さんを対象に、患側下肢と健側下肢のBIA測定値を比較し、体内金属を有する患者さんにお

ける身体組成評価の解釈に役立つ知見を得ることを目的とします。

調査データ概要期間 2023  年  4  月 2025 年  6 月予定

研究の方法

○対象となる患者様

2023年 4月 から2025年 6月 までに熊本リハビリテーション病院または原宿リハビリテーショ

ン病院の回復期リハビリテーション病棟に入院された大腿骨近位部骨折術後患者さんのう

ち、診療の一環としてinBody(イ ンボディ社製体組成測定装置)等 による体組成測定が行

われた方を対象とします。

○利用する情報/項目

診療録等に記録された年齢、性別、身長、体重、Body Masslndex(体 格指数 :BM)、 入

退院日、受傷国、手術日、受傷側、骨折型、術式、体内金属の有無・部位、荷重制限、既

往歴、血液検査結果、栄養状態、摂食疎下機能、食事摂取量、握力、 リハビリテーション

実施量、Functiona lndependence Measure(機能的自立度評価表 :FM)等 の日常生活

動作評価、退院先、 nBOdy(イ ンボデイ社製体組成測定装置)等 による体組成測定値 (全

身および左右下肢の筋肉量、位相角 [phase ang e]、 体脂肪量、除脂肪量等)を利用しま

す。

個人情報の取り扱い
個人情報は匿名化したうえで解析を行う。個人を直接特定できる情報は使用せず、外部に

漏洩しないよう適切に管理する。

試料/情報の他の研究機関ヘ

の

提供及び提供方法

原宿リハビリテーション病院との共同研究を計画している。データは、匿名化かつパスワー

ド付きファイルのプライバシーかつ安全
′生が保たれた方法で提供され、研究分担者のみの

取り扱いに限定する。

利益相反 本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業はありません

お問い合わせ先
医師

吉村 芳弘
熊本リハビリテーション病院

0962323111(代表) 担当者

備考
研究に同意しないこと又は同意を撤回することによって不利な扱いを受けることはありま

せん。


